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（ ご 注 意 ） 

１．本書およびプログラムの内容の一部または全部を弊社に無断で複製することは、法律で禁止されています。 

２．本書およびプログラムの内容は、予告なく変更されることがあります。 

３．本書およびプログラムの内容は、万全を期して作成しておりますが、お分かりにくい点などがございましたら、 

  ご連絡くださいますようお願いいたします。 

４．本プログラムのご使用にあたり発生した結果につきましては、弊社は一切の責任を負いかねます。 

 

※Windowsは、Microsoft Windows Operating Systemの略称として表記しています。 

※Microsoft Windowsは、米国Microsoft Corporationの登録商標です。 

※MEDICAL-SEEDは、日立メディカルコンピュータ株式会社の登録商標です。 

※また、本書に記載されている各製品の名称は、各メーカーの登録商標です。 

 

Copyright (C) 2016 Aits corp. All rights reserved. 
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１ -  基本マスタの登録 

診療科マスタを登録する 

医師の担当科や患者の診療科など、さまざまな箇所で利用されるマスタです。 

また、医事会計システムと連動する場合には設定コードを共通にしておく必要があります。 

１ メニューの選択 

基本マスタメニューから［診療科］をクリックします。  

２ 診療科マスタ設定画面の表示 

診療科マスタ設定画面が表示されます。 

本システムの運用を開始するために必要な基本マスタの登録方法について説明いたします。 
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１ -  基本マスタの登録 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

４ 診療科の登録 

診療科（新規作成）画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［コード］  … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［診療科］ … 診療科名を入力します。 
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１ -  基本マスタの登録 

医師マスタを登録する 

処方箋など各指示箋の出力や、電子カルテを利用するための医師名を設定するマスタです。 

また、医事会計システムと連動する場合には設定コードを共通にしておく必要があります。 

１ メニューの選択 

基本マスタメニューから［医師］をクリックします。  

２ 医師マスタ設定画面の表示 

医師マスタ設定画面が表示されます。 
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１ -  基本マスタの登録 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

４ 医師の登録 

医師［新規作成］画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［コード］        … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［医師名］       … 医師名を入力します。 

［担当科］       … ［診療科］マスタで登録された医師の担当科を設定します。 

［麻薬免許番号］ … 主に院外処方箋の発行時に使用されるもので、麻酔薬が処方さ

れた場合のみここで設定された番号が処方箋の特記事項に自動

的に記載されます。 
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１ -  基本マスタの登録 

担当者マスタを登録する 

医師マスタとは違い、担当者マスタは本システムを実際に利用するすべてのスタッフの方を登

録する必要があります。 

文書や指示簿など、あらゆるデータの入力時に設定する［作成者］などは、すべてここで登録

された担当者マスタが利用されます。 

１ メニューの選択 

基本マスタメニューから［担当者］をクリックします。  

２ 担当者マスタ設定画面の表示 

担当者マスタ設定画面が表示されます。 
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１ -  基本マスタの登録 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

４ 担当者の登録 

担当者［新規作成］画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［コード］    … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［担当者名］ … 担当者名を入力します。 

［性別］    … 性別を入力します。 

［区分］    … 担当者の区分(｛医師｝や｛看護師｝など)を設定します。この区分を設定

すると、入力画面に応じて画面ごとに設定可能な作成者などを限定し

たりする場合に利用されます。 

［分類］    … ［区分］の中でもさらに細かく分類したいような場合に利用します。例え

ば、［区分］が｛看護師｝などの場合、病棟別などでさらに細分類したい

ような場合に｛2F｝や｛3F｝などの担当者分類マスタをあらかじめ作成し

ておき、各担当者に割り当てすると、［指示者］の選択時や［作成者］の

入力時に選択リストに表示される担当者を病棟別に絞り込んで表示さ

せたりできて、入力時の選択操作が非常に楽になります。 
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１ -  基本マスタの登録 

担当者分類マスタを登録する 

担当者マスタに設定するための担当者分類を設定します。 

各担当者の［区分］(｛医師｝や｛看護師｝など)よりさらに細かく分類したい場合に利用します。 

１ メニューの選択 

担当者マスタ設定画面の操作メニューから［担当者分類設定］をクリックします。  

２ 担当者分類マスタ設定画面の表示 

担当者分類マスタ設定画面が表示されます。 
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１ -  基本マスタの登録 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

４ 担当者分類の登録 

分類［新規作成］画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［コード］  … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［分類名］ … 担当者分類名を入力します。 
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１ -  基本マスタの登録 

ユーザーマスタを登録する 

本システムでは、第三者によるシステムの不正利用を防止するため、システムの起動時に

ユーザーＩＤとパスワードの入力を求めるログイン画面が表示されます。 

このログイン画面で入力するユーザー情報を定義したデータがユーザーマスタになります。 

また、ユーザー別に使用できる機能を限定することもできますのでセキュリティも万全です。 

※ユーザーマスタは、実際に使用するユーザー毎に作成するのが基本ですが、１台の端末を

複数のユーザーが共有する場合などには各端末単位でユーザーマスタを登録するようにし

てください。(そのような場合はコンピュータ名と同じ名称に設定しておけば管理しやすくなる

と思います) 

※指紋認証やＵＳＢキー認証を利用される場合でも、ＩＤ・パスワード認証と同様に各ユーザー

別のユーザーマスタを登録しておく必要があります。 

１ メニューの選択 

基本マスタメニューから［ユーザー］をクリックします。  

同じユーザーＩＤを使用してシステムを同時に利用（ログイン）することはでき

ません。 
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１ -  基本マスタの登録 

２ ユーザー設定画面の表示 

ユーザー設定画面が表示されます。 

※「（００１）ｓａ」は、（システムで規定された）管理者特権を持つユーザーのため、新規の

ユーザーを作成した後は、必ずその作成したＩＤを利用してシステムにログインするよう

にしてください。 

 

※「ｓａ」のユーザーマスタは、弊社がシステムを保守するためのユーザーマスタになりま

すので、システム導入後に「ｓａ」マスタの設定内容を変更しないようにお願いします。 

 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  
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１ -  基本マスタの登録 

４ ユーザーの登録 

ユーザー［新規作成］画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［コード］      … 「００１」を除く３桁（００２～９９９）までの重複しない数値を入力します。 

［ユーザー名］ … ユーザー名を全角文字（漢字を含む）で入力します。 

［パスワード］  … 半角の英数（記号も含む）文字を入力します。ログイン時には、大文

字・小文字もチェックされますので注意してください。 
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１ -  基本マスタの登録 

［医師］     … 登録するユーザーが医師の場合は必ずここで該当する［医師］を設定

してください。 

          ※ここで「ユーザー」と「医師」を関連づけることにより、ログイン中のユー

ザーが医師なのか、その他のユーザーなのかをシステムが判断する

ために利用されます。 

 

［担当者］    … 医師や事務員または看護師など、個別のユーザー用として登録する

マスタには、必ず該当する［担当者］を設定しておいください。 

          ※ここで「ユーザー」と「担当者」を関連づけることにより、ログイン中の

ユーザーに応じて、各入力画面の［作成者］などの項目を自動的に割

り当てたりできるようになります。 

          ※個別ユーザーではなく共有ユーザー（例えば「薬局」や「検査室」など）

の場合には、［担当者］は「（未指定）」のままでも問題ありません。 

 

［説明］     … 入力は任意です。必要により入力してください。 

 

［電子メール］ … 入力は任意です。必要により入力してください。 

 

［有効区分］  … 必ず規定値の状態（［無効］が未チェック）のままにします。 

 

［アクセス権］ … 次項で説明します。 

※ここで設定された［コード］と［パスワード］を、下図のログイン画面の［ユーザーＩＤ］と［パ

スワード］に入力して本システムにログインします。 
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１ -  基本マスタの登録 

５ アクセス権について 

［アクセス権限］では、各ユーザー別のアクセス権限を設定します。 

初期設定（規定値）は、すべての画面（機能）にアクセスできる「管理者」の設定になってい

ます。 

「システム管理者」のユーザーを登録する場合はそのままの設定で問題ありません。一般

のスタッフ用のユーザーを登録する場合は適切に設定してください。 

◆アクセス権限の説明 

｛更新許可｝    … データを更新することができる。 

｛読み取りのみ｝ … データを表示することはできるが、更新することはできない。 

｛アクセス不可｝ … データを更新することも表示することもできない。 
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１ -  基本マスタの登録 

［初期設定］の（一般）を選択すると、「一般ユーザー」向け（すべて｛読み取りのみ｝）の設

定に切り替わります。 

画面（機能）ごとに細かく設定する場合は［初期設定］の（個別設定）を選択し、画面（機

能）ごとに「更新許可／読み取りのみ／アクセス不可」を設定します。 
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１ -  基本マスタの登録 

アクセス権を一括設定する 

各ユーザーのアクセス権限は、ユーザーマスタの登録画面からも個別に設定することはでき

ますが、登録ユーザー数が何十人あるいはそれ以上に増えてくると、アクセス権限の管理負担

が増大し、システム管理者に負担がかかってしまいます。 

そこで、登録されているユーザーのアクセス権限を一元的に管理するための機能として「アク

セス権限の一括設定」という機能が用意されています。 

この機能を利用すれば、アクセス権限（機能）別にすべての登録ユーザーの権限の設定状況

が確認できますし、権限の設定変更も簡単に実行することができます。 

１ メニューの選択 

ユーザー設定画面の操作メニューから［アクセス権割当］をクリックします。  

２ ユーザーアクセス権一括設定画面の表示 

ユーザーアクセス権一括設定画面が表示されます。 
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１ -  基本マスタの登録 

３ アクセス権限の選択 

［アクセス権限］セレクトボックスから設定するアクセス権限（機能）を選択します。  

選択されたアクセス権限について、登録されている全

ユーザーの現在の設定状況が表示されます。 

必要により、さらに条件（権限レベル、担当者種別）を

指定して絞り込むことも可能です。 
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１ -  基本マスタの登録 

４ アクセス権の設定変更 

設定変更したい［アクセス権］を選択し、操作メニューの［適用］をクリックします。 

設定変更したいアクセス権限（機能）が他にもある場合は「③アクセス権限の選択」から

繰り返します。 
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１ -  基本マスタの登録 

５ アクセス権の変更結果の確認 

ユーザー設定画面から各ユーザーを変更モードで開くと、それぞれアクセス権が変更さ

れているのが確認できます。 
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１ -  基本マスタの登録 

ユーザーが退職した場合の設定 

システムを利用していたユーザー（医師や事務員などを含むスタッフすべての方）が退職され

て、システムを利用することがなくなるような場合、ユーザーマスタを「無効」にすることにより、

該当するユーザーが以後システムを利用できないようにすることができます。 

一旦登録され、システムを利用されたユーザーのユーザーＩＤは、あらゆるデータの入力（登

録）時にデータの［更新情報］としてデータベースに記録（ログ）されます。そのため、特定のユー

ザーが退職されたので、ユーザーマスタを削除してしまうと、データベースに記録されたユー

ザーＩＤが消去されるため、データの不整合が発生してシステムの運用に支障が発生する可能

性があります。 

１ 無効にするユーザーの選択 

ユーザー設定画面から無効にしたいユーザー（行）を選択し、操作メニューの［変更］を

クリックします。 

一度でもシステムを利用されたユーザーのマスタは、今後利用しないからと

いって絶対に削除しないように注意してください。 
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１ -  基本マスタの登録 

２ 無効の設定 

ユーザー［変更］画面が表示されます。 

［有効区分］の｛無効｝にチェックを入れ、［登録］ボタンをクリックします。 
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１ -  基本マスタの登録 

３ 無効設定の確認 

ユーザー設定画面に戻ると、無効に設定されたユーザーのアイコンが無効アイコンに変

化します。 

無効に設定されたユーザー（ＩＤ）でログインしようとすると、以下のようなエラーメッセージ

が表示され、ログインできなくなります。 
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１ -  基本マスタの登録 

医師マスタに退職区分を設定する 

ユーザーマスタの「無効」設定と同様に、医師マスタとして一旦登録された医師が退職した場

合、［退職区分］を設定することで、医師マスタを消去することなく「無効」にすることができます。 

医師マスタもユーザーマスタと同じく、処方箋など各オーダーの［指示（発行）者］としてコード

が記録されます。そのため、一度でも（その医師で）システムを利用した場合、データベースに

記録（ログ）として「医師（コード）」が保存されますので、マスタ登録後に削除してしまうとデータ

の不整合が発生してしまう可能性があります。 

１ 退職に設定する医師の選択 

医師マスタ設定画面から退職に設定したい医師（行）を選択し、操作メニューの［変更］

をクリックします。 

一度でもシステムを利用された医師のマスタは、今後利用しないからといっ

て絶対に削除しないように注意してください。 
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２ 退職の設定 

医師［変更］画面が表示されます。 

［医師区分］に｛退職者｝を設定し、［登録］ボタンをクリックします。 

１ -  基本マスタの登録 

３ 退職設定の確認 

医師マスタ設定画面に戻ると、退職に設定された医師のアイコンが退職アイコンに変化

し、［区分］に「退職者」と表示されます。 
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１ -  基本マスタの登録 

担当者マスタに退職区分を設定する 

ユーザーマスタの「無効」設定と同様に、担当者マスタとして一旦登録された担当者が退職し

た場合、［退職区分］を設定することで、担当者マスタを消去することなく「無効」にすることがで

きます。 

担当者マスタも医師マスタと同じく、さまざまなデータの入力時に［作成者］としてコードが記録

されます。そのため、一度でも（その担当者で）システムを利用した場合、データベースに記録

（ログ）として「担当者（コード）」が保存されますので、マスタ登録後に削除してしまうとデータの

不整合が発生してしまう可能性があります。 

１ 退職に設定する担当者の選択 

担当者マスタ設定画面から退職に設定したい担当者（行）を選択し、操作メニューの［変

更］をクリックします。 

一度でもシステムを利用された担当者のマスタは、今後利用しないからと

いって絶対に削除しないように注意してください。 
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１ -  基本マスタの登録 

２ 退職の設定 

担当者［変更］画面が表示されます。 

［区分］に｛退職者｝を設定し、［登録］ボタンをクリックします。 

３ 退職設定の確認 

担当者マスタ設定画面に戻ると、退職に設定された担当者のアイコンが退職アイコンに

変化し、［区分］に「退職者」と表示されます。 
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１ -  基本マスタの登録 
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２ -  点数マスタの登録 

点数マスタは、本システムを利用する上でもっとも重要なマスタになります。 

医薬品（処方や注射など）や診療行為（処置や検査など）の項目はこの点数マスタが使用され

ます。 

本システムは、医事会計システム（日医標準レセプト［ＯＲＣＡ］やＭＥＤＩＣＡＬ－ＳＥＥＤなど）と

連動します。そのため、医事会計システムで登録されている点数マスタをそのまま再利用するこ

とができます。 

システム導入後に新しい医薬品などを登録する場合を除いて、まず最初に行うべきこととして

は、医事会計システムから取り込まれた点数マスタを元にして、本システムを利用するのに必

要なマスタ分類の設定などを行う必要があります。 

※医事会計システムからの「マスタ取込」については、別紙「システム導入ガイド」をご覧くださ

い。 

点数マスタを管理する 

医事会計システムからの「マスタ取込」処理が完了していれば、すでに医事会計システムで利

用されている点数マスタが本システムにも登録されていると思います。 

本システムで点数マスタを管理するための画面を呼び出す方法について説明します。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［点数］をクリックします。  
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２ -  点数マスタの登録 

２ 点数マスタ管理画面の表示 

点数マスタ管理画面が表示されます。 

検索条件の［略称］や［点数名称］は、あいまい検索に対応していますので、例えば［略

称］に「a」と入力してから［ＥＮＴＥＲ］キーで確定すると、１文字目に「a」が付くマスタがす

べて表示されます。 

３ 点数マスタの選択 

すでに登録されている点数マスタを変更（確認）する場合は、検索結果リストから変更し

たい点数マスタ（行）の［略称］または［名称］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

４ 点数マスタの表示 

点数マスタ入力（変更）画面が表示されます。 

この画面で点数マスタに関するすべての情報を設定します。 

医事会計システムから［点数マスタ取込］が実行された場合、医薬品（内服や外用など）

や、診療行為（検査や処置など）のマスタに関しては、［行為］や［コード］や［名称］などの

基本情報はすべて設定された状態で表示されます。 

マスタを変更せずに終了する場合は、操作メニューの［キャンセル］をクリックしてくださ

い。 
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２ -  点数マスタの登録 

【マスタ設定項目】 

■基本情報（新マスタ） 

 ［行為］      … 内服や外用また検査など、点数マスタの分類を設定します。 

 ［連動コード］  … 医事会計システムの点数マスタの内部コードを設定します。 

                     このコードが設定されたマスタだけが医事システムとの連動対象

になります。 

 ［厚労省コード］ … （厚労省）マザーから作成されたマスタだけに自動設定されます。 

 ［マザーコード］ … （厚労省）マザーから作成されたマスタだけに自動設定されます。 

 ［略称］      … オーダーを入力する時にマスタを検索するための識別コードにな

ります。 

               （ＯＲＣＡでの入力ＣＤと同じ項目になります） 

 ［第１・第２名称］… マスタの正式名称を設定します。（各指示箋の印字名称として利

用されます） 

 ［表示名称］   … 画面に表示される名称を［第１・２名称］と違う名称にしたい場合

に使用します。 

               (正式名称が長い場合に省略名にしたい時など) 

 ［一般名称］   … 医薬品などの一般名称を設定します。 

 ［規格］      … マスタの規格名が設定されます。 

 ［基本価］     … マスタの基本価格（薬価）が設定されます。 

 ［請求区分］   … （例外）薬剤集計などで除外した薬剤マスタなどに設定します。 

 ［薬価コード］   … 医薬品マザーから薬価基準収載コードが自動設定されます。 

 ［臨床検査コード］ … 標準検査マザーから自動設定されます。 



 

 36  

２ -  点数マスタの登録 

■基本情報（旧マスタ） 

 ［連動コード］  … 医事会計システムの点数マスタの内部コードを設定します。 

                     このコードが設定されたマスタだけが医事システムとの連動対象に

なります。 

 ［厚労省コード］ … （厚労省）マザーから作成されたマスタだけに自動設定されます。 

 ［マザーコード］ … （厚労省）マザーから作成されたマスタだけに自動設定されます。 

 ［第１・第２名称］… マスタの正式名称を設定します。（各指示箋の印字名称として利用

されます） 

 ［規格］      … マスタの規格名が設定されます。 

 ［基本価］     … マスタの基本価格（薬価）が設定されます。 

 ［薬価コード］   … 医薬品マザーから薬価基準収載コードが自動設定されます。 

 ［臨床検査コード］ … 標準検査マザーから自動設定されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

■属性情報 

 ［有効期間］   … マスタの使用できる期間を指定したい場合のみ設定します。 

              ［開始日］＝マスタの利用を開始する日付を設定します 

              ［終了日］＝マスタの利用を終了する日付を設定します 

 ［経過措置期限］ … 医薬品マザーで設定された経過措置医薬品の期限が設定され

ます。 

 ［マスタ分類］  … 用法やＸＰ部位など、点数マスタ分類で登録された分類を設定し

ます。 

 ［出力区分］   … マスタの出力有無（使用区分）を定義します。 

              ［０］（出力する） ＝（規定値） 

              ［１］（出力しない）＝データ入力はできるが指示箋には印刷しない 

              ［２］（末梢）   ＝マスタを使用不可にする 

 ［分類区分］   … 「用法の服用回数」や「院外処方箋の条件マスタ」など、主にコメ

ントマスタにシステム側で機能を設定したい特殊なマスタのみ設

定します。 

 ［院外区分］   … 医薬品マスタを院内薬と院外薬に分類する場合に設定します。 

 ［注意区分］   … 処方や注射など、入力時に注意が必要な薬品(劇薬など)に設定

すると、入力選択時に画面に注意メッセージが表示されます。 

 ［後発区分］   … 医薬品マスタを先発薬と後発薬に分類する場合に設定します。 

 ［薬効分類］   … 薬品の薬効分類（薬価基準コードから自動設定されます） 

 ［薬品分類］   … 薬品の大まかな分類を設定します。 
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２ -  点数マスタの登録 

点数分類マスタを登録する 

本システムは、点数マスタにさまざまな分類を設定することで、入力作業が非常に簡単になる

ように設計されています。そのため、ここで説明する点数分類の作り方によって、入力作業にか

かる負担が変化してきます。例えば、処方で入力する用法などは、種類が多くなると入力時に

選択するのが大変になります。そのような場合、同じ用法でも｛分１｝や｛分２｝というように分類し

ておけば、入力時に選択された分類だけが表示されますので非常に選択しやすくなります。 

ここでは、登録例として「内服（用法）の分類」を作成する方法について説明いたします。 

※システム導入時には、すでによく利用する一般的な分類マスタは初期設定されています。 

１ メニューの選択 

点数マスタ管理画面の操作メニューから［分類］をクリックします。  

２ マスタ設定［点数分類］画面の表示 

マスタ設定［点数分類］画面が表示されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

４ 点数分類マスタの登録 

点数分類マスタ設定（新規）画面が表示されます。 

設定内容を入力し、操作メニューの［登録］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

【マスタ分類コード表】 

 分類コードは、それぞれの分類マスタ毎に設定できる値の範囲が予め決まっています。 

 分類マスタを作成する場合は、以下のコード表を参考にしてコードを設定してください。 

（コード） （分類種類）  （説 明） 

［001～098］ ［診療項目］ 診療（診察料）・自費（文書）・指導料・在宅

などの「診療」画面で入力するマスタを分類

［099～099］ ［注射手技］ 注射手技料マスタを分類する 

［100～109］ ［用法(内服)］ 「分１」や「分２」など内服の用法マスタを分

［110～119］ ［用法(外用)］ 外用の用法マスタを分類する 

［120～129］ ［用法(頓服)］ 頓服の用法マスタを分類する 

［150～159］ ［用法(筋注)］ 筋注の用法マスタを分類する 

［160～169］ ［用法(静注)］ 静注の用法マスタを分類する 

［170～179］ ［用法(点滴)］ 点滴の用法マスタを分類する 

［180～189］ ［用法(その他)］ その他注射の用法マスタを分類する 

［200～249］ ［XP部位(一般撮影)］ ＸＰ部位（一般撮影）の入力マスタを分類す

［250～279］ ［XP部位(造影診断)］ ＸＰ部位（造影診断）の入力マスタを分類す

［280～299］ ［XP部位(ＣＴ)］ ＸＰ部位（ＣＴ）の入力マスタを分類する 

［300～339］ ［XP方向］ ＸＰ方向の入力マスタを分類する 

［340～369］ ［XP姿勢］ ＸＰ姿勢の入力マスタを分類する 

［370～379］ ［XPフィルム(一般撮影)］ ＸＰフィルム（一般撮影）の入力マスタを分

［380～389］ ［XPフィルム(造影診断)］ ＸＰフィルム（造影診断）の入力マスタを分

［390～391］ ［XPフィルム(ＣＴ)］ ＸＰフィルム（ＣＴ）の入力マスタを分類する 

［392～393］ ［XPフィルム(ＣＲ)］ ＸＰフィルム（ＣＲ）の入力マスタを分類する 

［394～398］ ［XPフィルム(その他)］ ＸＰフィルム（その他）の入力マスタを分類

［399～399］ ［XP条件］ ＸＰ撮影条件の入力マスタを分類する 
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２ -  点数マスタの登録 

（コード） （分類種類）  （説 明） 

［400～499］ ［検査種類］ 検査オーダーの入力マスタを分類する 

［500～599］ ［食事項目］ 食事オーダーの入力マスタを分類する 

［600～649］ ［リハ（指示）項目］ リハビリオーダーの入力マスタを分類する 

［650～699］ ［リハ（実施）項目］ リハビリ（実施）の入力マスタを分類する 

［700～749］ ［処置項目］ 処置オーダーの入力マスタを分類する 

［750～779］ ［手術項目］ 手術オーダーの入力マスタを分類する 

［780～799］ ［輸血項目］ 輸血オーダーの入力マスタを分類する 

［800～819］ ［薬剤(内服)］ 内服の薬剤マスタを分類する 

［820～849］ ［薬剤(外用)］ 外用の薬剤マスタを分類する 

［850～879］ ［薬剤(注射)］ 静注の薬剤マスタを分類する 

［880～899］ ［薬剤(点滴)］ 点滴の薬剤マスタを分類する 

［880～899］ ［透析項目］ 透析オーダーの入力マスタを分類する 

［980～999］ ［指示伝票分類］ 指示伝票の入力マスタを分類する 
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２ -  点数マスタの登録 

点数分類を個別設定する 

登録された点数分類マスタを、点数マスタの登録画面から個別に設定する方法について説明

します。 

ここでは、医事会計システムから取込された、まだ分類が未設定の（内服の）用法マスタに対

して、適切な用法分類を設定する方法を例にして説明します。 

１ 点数マスタの検索 

点数マスタ管理画面を表示します。 

用法はコメントマスタとして登録されますので、検索条件の［行為］から｛コメント｝を選択

します。 

表示されるコメントマスタが多い場合は、さらに検索条件の［略称］もしくは［点数名称］を

指定して条件を絞り込んでください。 
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２ -  点数マスタの登録 

２ 点数マスタの選択 

検索結果リストから分類を設定したい点数マスタ（行）の［略称］または［名称］をクリック

します。 

３ 点数分類の設定 

点数マスタ入力（変更）画面が表示されます。 

［マスタ分類］に、｛用法(内服(分１))｝などを選択して設定します。 

［マスタ分類］の設定が終われば、操作メニューの［更新］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

点数分類を一括設定する 

点数分類ごとに、複数の点数マスタの分類を一括設定する方法について説明します。 

１ 点数分類マスタの選択 

マスタ設定［点数分類］画面を表示します。 

リストから設定したい点数分類（行）を選択し、操作メニューの［分類設定］をクリックしま

す。 

２ 点数マスタ分類関連づけ設定画面の表示 

点数マスタ分類関連づけ設定画面が表示されます。 

そのまま、操作メニューの［追加］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 関連付けする点数マスタの検索 

点数マスタ検索画面が表示されます。 

検索条件から［行為］や［略称］などを指定し、分類を設定したい点数マスタを抽出します。 

検索結果リストから、設定したいマスタのチェックボックスにすべてチェックを付けます。 

チェックを付け終わると、操作メニューの［選択］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

４ 関連付け設定結果の確認 

点数マスタ分類関連づけ設定画面に戻ると、点数分類（この場合は「用法（内服（分

１））」）に先ほど点数マスタ検索画面でチェックを入れた点数マスタが関連付けされてい

ることが確認できます。 

確認できたら、操作メニューの［閉じる］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

５ 点数マスタでの関連付け確認 

点数マスタ管理画面から各点数マスタを変更モードで開くと、それぞれマスタ分類が設

定されているのが確認できます。 
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２ -  点数マスタの登録 

医薬品マスタを新規作成する 

日医標準レセプト（ＯＲＣＡ）と連動している場合、システムの初期導入時に利用している医薬

品など基本的にすべてのマスタは「マスタ取込」処理で初期登録されていると思います。 

ただし、システムの導入後に薬を追加するといった場合には、ここで説明する方法で医薬品マ

スタを厚労省マザー（辞書データベース）から参照してマスタ登録する必要があります。 

※医事会計システムに日立メディカルコンピュータ（株）の「ＭＥＤＩＣＡＬ－ＳＥＥＤ」を利用されて

いる場合には、システム間の連動方式による理由から、「①医事会計システムでマスタを作

成する」→「②医事会計システムで点数マスタ抽出（ファイル変換）する」→「本システムの

「マスタ取込」を実行する」という手順で新マスタを登録するという運用で対応する必要があ

ります。そのため、ここで説明する（本システム側で）医薬品マスタを登録する方法は利用で

きませんのでご注意ください。 

※医薬品マスタを新規作成する場合、必ず厚労省マザーを参照する形で登録する必要があり

ます。まったく手動（手入力）で登録してしまうと、［連動コード］などが設定されないため、医

事会計システムと正しく連動できなくなります。保険適用外や新薬などで、厚労省マザー未

収載の医薬品に関しては手動登録にて対応してください。 

１ メニューの選択 

点数マスタ管理画面の操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

２ 点数マスタ入力（新規）画面の表示 

点数マスタ入力（新規）画面が表示されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 厚労省マザー検索画面の表示 

操作メニューから［マザー検索］をクリックします。  

厚労省マザー検索画面が表示されます。 

厚労省マザー（点数マザー）は、大きく分けて３種類

あり、「医薬品」・「診療行為」・「特定機材」に分類され

ます。 

［マザー分類］タブを選択することで、検索するマザー

を選択します。 
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２ -  点数マスタの登録 

４ 厚労省マザーの参照 

医薬品マスタを検索する場合は、［マザー分類］に｛医薬品｝（規定値）を選択します。 

検索条件の［カナ名称］に、作成したい医薬品の名称

をカタカナで入力して、［ＥＮＴＥＲ］キーで確定すると、

該当するカナ名称の医薬品が検索結果リストに表示

されます。 

リストから作成したい医薬品（行）を選択し、操作メ

ニューの［選択］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

５ 点数マスタの登録 

点数マスタ入力（新規）画面に戻ると、厚労省マザー検索画面で選択された医薬品情報が

自動入力されます。 

［略称］は自動設定されますが、変更したい場合は登録前に［略称］を再入力してください。 

入力されている内容に間違いがなければそのまま操作メニューの［登録］をクリックします。 

６ 点数マスタの登録確認 

点数マスタ管理画面に戻り、［略称］や［点数名称］で検索すると、登録した点数マスタが

リストに表示されます。  
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２ -  点数マスタの登録 

診療行為マスタを新規作成する 

診療行為マスタとは、主に医薬品以外の検査・処置などの一般的な点数マスタを意味します。 

日医標準レセプト（ＯＲＣＡ）と連動している場合、システムの初期導入時に利用している検査

など基本的にすべてのマスタは「マスタ取込」処理で初期登録されていると思います。 

ただし、システムの導入後にマスタを追加するといった場合には、ここで説明する方法で診療

行為マスタを厚労省マザーから参照してマスタ登録する必要があります。 

※医事会計システムに日立メディカルコンピュータ（株）の「ＭＥＤＩＣＡＬ－ＳＥＥＤ」を利用されて

いる場合には、システム間の連動方式による理由から、「①医事会計システムでマスタを作

成する」→「②医事会計システムで点数マスタ抽出（ファイル変換）する」→「本システムの

「マスタ取込」を実行する」という手順で新マスタを登録するという運用で対応する必要があ

ります。そのため、ここで説明する（本システム側で）診療行為マスタを登録する方法は利用

できませんのでご注意ください。 

※診療行為マスタを新規作成する場合、必ず厚労省マザーを参照する形で登録する必要が

あります。まったく手動（手入力）で登録してしまうと、［連動コード］などが設定されないた

め、医事会計システムと正しく連動できなくなります。 

１ メニューの選択 

点数マスタ管理画面の操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

２ 点数マスタ入力（新規）画面の表示 

点数マスタ入力（新規）画面が表示されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 厚労省マザー検索画面の表示 

操作メニューから［マザー検索］をクリックします。  

厚労省マザー検索画面が表示されます。 

厚労省マザー（点数マザー）は、大きく分けて３種類

あり、「医薬品」・「診療行為」・「特定機材」に分類され

ます。 

［マザー分類］タブを選択することで、検索するマザー

を選択します。 
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２ -  点数マスタの登録 

４ 厚労省マザーの参照 

診療行為マスタを検索する場合は、［マザー分類］に｛診療行為｝を選択します。 

検索条件の［カナ名称］に、作成したい診療行為の名

称をカタカナで入力して、［ＥＮＴＥＲ］キーで確定する

と、該当するカナ名称の診療行為が検索結果リストに

表示されます。 

リストから作成したい診療行為（行）を選択し、操作メ

ニューの［選択］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

５ 点数マスタの登録 

点数マスタ入力（新規）画面に戻ると、厚労省マザー検索画面で選択された診療行為情報

が自動入力されます。 

検査や処置などのマスタの場合、［略称］が自動設定されない場合があります。そのような

場合は、適切な略称を「半角英数字」で設定してください。 

医薬品と違い、検査や処置などのマスタは、［マスタ分類］を設定しないとオーダーの入力

時にマスタ検索画面に表示されません。そのため、忘れずに［マスタ分類］を設定します。 

入力されている内容に間違いがなければそのまま操作メニューの［登録］をクリックします。 

６ 点数マスタの登録確認 

点数マスタ管理画面に戻り、［略称］や［点数名称］で検索すると、登録した点数マスタが

リストに表示されます。  
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２ -  点数マスタの登録 

用法マスタを新規作成する 

処方箋オーダーで利用するための用法（内服・頓服・外用）や、注射箋オーダーで利用するた

めの用法（筋注・静注・点滴など）を、用法（コメント）マスタとして点数マスタへ登録する方法に

ついて説明します。 

ここでは、一般的な「内服」の用法マスタを作成する方法を例にして説明します。 

※院外処方の医療機関様で、院外処方箋または薬剤情報提供書を医事会計システムで発行

するというような運用スタイルの場合、処方箋の用法データを、医事会計システムへ転送す

る必要があります。その場合、用法マスタの［連動コード］を医事会計システムで利用するマ

スタのコードと一致させておく必要があるため、本システムの点数マスタから手動で作成さ

れた用法（コメント）を使用することははできません。上記のような運用の場合は、必ず医事

会計システムの方で登録された用法マスタを、本システムの「マスタ取込」処理で用法（コメ

ント）マスタとして取込（登録）する必要があります。 

１ メニューの選択 

点数マスタ管理画面の操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

２ 点数マスタ入力（新規）画面の表示 

点数マスタ入力（新規）画面が表示されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 定型マスタ入力ウィザード画面の表示 

操作メニューから［定型マスタ入力］をクリックします。  

定型マスタ入力ウィザード画面が表示されます。 

この画面は、用法などの設定が特殊なコメントマスタ

を簡単に作成するためのウィザード画面です。 

［入力コメント］にコメントのテンプレート種類を選択す

ることにより、様々な特殊パターンのコメントを簡単に

作成することができます。 
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２ -  点数マスタの登録 

４ テンプレートの選択 

通常の一般的な用法マスタの場合は、［入力コメント］（テンプレート選択）は｛用法（一

般）｝を選択します。 

［点数マスタ情報］部に、［入力コメント］に対応するテ

ンプレートが表示されます。 

※この例の場合は［行為］のみ表示されていますが、

テンプレートによっては［名称］欄に複雑なテンプレー

トが表示される場合もあります。 
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２ -  点数マスタの登録 

５ 略称・名称の入力 

略称を入力します。 

名称に用法を入力します。 

６ マスタ分類の入力 

［用法分類］に｛（２１０）内服｝を選択します。 

［用法分類］の選択内容に応じて［マスタ分類］にその

代表的な項目が自動で設定されます。変更する必要

がある場合は［マスタ分類］から適切な項目を選択し直

します。 
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２ -  点数マスタの登録 

７ 分類区分の入力 

［服用回数］に｛（１）｝（1回）を選択します。 

［服用回数］の選択内容に応じて［分類区分］にその代

表的な項目が自動で設定されます。変更する必要が

ある場合は［分類区分］から適切な項目を選択し直し

ます。 

８ ウィザード入力の確定 

操作メニューの［入力］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

１０ 点数マスタの登録確認 

点数マスタ管理画面に戻り、［略称］や［点数名称］で検索すると、登録した点数マスタが

リストに表示されます。  

９ 点数マスタの登録 

点数マスタ入力（新規）画面に戻ると、ウィザード画面で設定された内容が反映され、用法

（コメント）マスタを登録する上で最低限必要な項目が自動設定されます。 

操作メニューの［登録］をクリックします。 



 

 62  

２ -  点数マスタの登録 

コメントマスタを新規作成する 

各オーダーの入力時に、コメント入力機能を利用することで、ワープロ入力方式で自由にコメ

ントを入力することができます。それとは別に、毎回決まった内容のコメント内容を入力したり、

セットマスタの中にコメント行を挿入して登録したいといった場合、ここで説明する方法で、定型

的なコメントマスタを登録することで対応できます。 

ここでは、処方オーダーのコメント入力時に利用するための定型コメントの登録方法について

説明します。 

１ メニューの選択 

点数マスタ管理画面の操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

２ 点数マスタ入力（新規）画面の表示 

点数マスタ入力（新規）画面が表示されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 行為の入力 

コメントマスタを作成する場合、［行為］に｛（９０）コメント｝を選択します。 

４ 略称の入力 

［略称］に、コメントマスタを識別するための重複しない略称を入力します。 

コメントマスタに設定する略称は、後から管理しやすいように、ある程度コメントの種類ご

とに入力ルールを決めておくようにしてください。できれば、他の医薬品や診療行為など

で絶対に利用しないような略称にしておくと、他のマスタと略称が重複する心配が無くな

ります。 
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２ -  点数マスタの登録 

５ 名称の入力 

［第１名称］に、設定したいコメント名称（内容）を入力します。 

６ 分類区分の入力 

特定のオーダー入力時のみ利用するコメントマスタを作成する場合は、［分類区分］に各

オーダーごとのコメント区分を設定します。 

（汎用的なコメントとして利用する場合には、［分類区分］は設定する必要はありませ

ん。） 

７ 点数マスタの登録 

すべて入力が終われば、操作メニューの［登録］をクリックします。 

毎回決まった内容のコメントを挿入するだけのコメントマスタを登録する場合

は、［行為］｛コメント｝・［略称］・［第１名称］の３項目が最低限設定されてい

れば利用できます。 



 

 65  

２ -  点数マスタの登録 

８ オーダーごとのコメントの利用 

各オーダーごとのコメントマスタを入力時に利用するには？ 

コメントマスタの登録で、［分類区分］に各オーダーのコメント分類が設定されている場合

は、オーダーの入力時の［コメント］横にある［選択］ボタンをクリックすると画面から選択

できるようになります。 

［コメント］横にある［選択］ボタンをクリックします。 

オーダーコメント入力画面が表示されます。 

［処方］タブを選択すると、処方オーダーコメントとして

登録されたコメントが表示されます。 

入力するコメントをクリックします。 

オーダー入力画面に戻ると、選択された定型コメント

が挿入されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

マスタに抹消区分を設定する 

点数マスタを登録して、処方や検査などのオーダー入力時に使用（登録）した場合、データ

ベースにマスタのコードが記憶されます。そのため、一度でも入力画面で使用したマスタを後か

ら削除してしまうと、データベースに不整合が発生して、システムの運用に支障が発生する可能

性があります。 

そのため、本システムではマスタを削除するかわりに、使用を停止または消去したいマスタに

［抹消区分］を設定することで、各オーダーの入力時に表示されるマスタの検索画面に表示しな

いようにすることができます。 

この方法だと、抹消したマスタをもし後から元に戻したい場合、区分を再設定するだけで通常

どおり使用できるマスタに戻すことができます。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［点数］をクリックします。  

２ 点数マスタの検索 

点数マスタ管理画面が表示されます。 

［略称］や［点数名称］等で絞り込み、抹消する点数マスタを検索します。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 抹消の実行 

抹消したい点数マスタ（行）を選択し、操作メニューの［抹消］をクリックします。 

４ 抹消の確認 

抹消された点数マスタ（行）の［略称］や［点数名称］は薄い表示に変わり、［出力区分］

欄に「消」と表示されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

注意区分マスタを新規作成する 

麻薬や睡眠薬また、使用に際して特に注意が必要な医薬品など、ドクターがオーダー入力す

る場合に特定の医薬品マスタを選択した場合、あらかじめ登録してある注意メッセージを画面

上にポップアップ表示させることができます。 

また、近々に採用を中止する薬に対しての注意メッセージなど、アイデア次第でいろいろと活

用できます。 

ここでは、表示される注意メッセージの内容マスタを登録する方法について説明します。 

１ メニューの選択 

点数マスタ管理画面の操作メニューから［注意］をクリックします。 

２ 点数マスタ注意区分画面の表示 

点数マスタ注意区分画面が表示されます。 

操作メニューから［区分設定］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ マスタ設定［注意区分］画面の表示 

マスタ設定［注意区分］画面が表示されます。 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。 

４ 注意区分マスタの登録 

注意区分（新規）画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［設定コード］ … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［区分名］    … 区分マスタのタイトル名を入力します。 

［注意内容］   … 実際に入力画面に表示するメッセージ内容を入力します。 
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２ -  点数マスタの登録 

マスタに注意区分を設定する 

ここでは注意区分マスタに登録された区分を、医薬品などの点数マスタに設定する方法を説

明します。 

点数マスタの変更画面から個別に設定する方法もありますが、ここでは、指定した区分に一括

して設定する方法について説明します。 

１ 点数分類マスタの選択 

点数マスタ注意区分画面を表示します。 

注意区分セレクトボックスから設定したい注意区分を選択し、操作メニューの［マスタ追

加］をクリックします。 

２ 点数注意区分関連づけ設定画面の表示 

点数注意区分関連づけ設定画面が表示されます。 

そのまま、操作メニューの［追加］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 関連付けする点数マスタの検索 

点数マスタ検索画面が表示されます。 

検索条件から［行為］や［略称］などを指定し、区分を設定したい点数マスタを抽出します。 

検索結果リストから、設定したいマスタのチェックボックスにすべてチェックを付けます。 

チェックを付け終わると、操作メニューの［選択］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

４ 関連付け設定結果の確認 

点数注意区分関連づけ設定画面に戻ると、注意区分（この場合は「睡眠薬」）に先ほど

点数マスタ検索画面でチェックを入れた点数マスタが関連付けされていることが確認で

きます。 

確認できたら、操作メニューの［閉じる］をクリックします。 

５ 点数マスタでの関連付け確認 

点数マスタ管理画面から点数マスタを変更モードで開くと、注意区分が設定されている

のが確認できます。 
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２ -  点数マスタの登録 

６ 点数マスタ管理画面での表示 

注意区分が設定された点数マスタ（行）の［略称］や［点数名称］は赤色で表示されます。 

７ オーダー画面での表示 

注意区分が設定された点数マスタをオーダー入力画面から入力しようとすると以下のよ

うなメッセージを表示して注意を促します。 



 

 74  

２ -  点数マスタの登録 

マスタに有効期間を設定する 

通常の方法で医薬品などのマスタを作成した場合、作成直後からすぐ入力（使用）できる状態

になります。そのため、「来月から使用を開始する新薬を月末に準備（登録）しておく」、もしくは

「今月末までで院内での使用を中止する」という場合に、ここで説明する方法で、特定のマスタ

に対して有効期間を設定することでドクターが入力時に使用できるマスタを制限することができ

ます。 

例えば、［有効期間］に設定された終了日を経過したマスタは、システムの上では［抹消区分］

が設定されたマスタとほぼ同様の意味になります。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［点数］をクリックします。  

２ 点数マスタの検索 

点数マスタ管理画面が表示されます。 

［略称］や［点数名称］等で絞り込み、有効期間を設定する点数マスタを検索します。 

有効期間を設定する点数マスタの［略称］または［点数名称］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 有効期間の入力 

点数入力（変更）画面が表示されます。 

［有効期間］の開始日を設定する場合、開始日の右

横にある［▽］ボタンをクリックします。 

カレンダーから、設定したい日付を選択します。 
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２ -  点数マスタの登録 

４ 更新の実行 

入力が終われば、操作メニューの［更新］をクリックします。 

５ 有効期間設定の確認 

点数マスタ管理画面に戻ると、有効期間が設定されているのが確認できます。 
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２ -  点数マスタの登録 

マスタに呼出コードを設定する 

通常の方法でマスタを登録した場合、オーダーの入力時にマスタの検索画面で、該当するマ

スタを検索しようとすると、［略称］として設定されたコードでしか五十音で検索できません。その

ため、ドクターによっては医薬品を探す場合に、先発薬の名称でしか覚えていないため、院内で

採用している後発薬がうまく探せないといったことがあるかと思います。 

そのような場合に、ここで説明する方法で、［略称］とは別に「呼出コード」を登録することで、ひ

とつのマスタに対して、複数のコードを割り当てることが可能になります。 

１ メニューの選択 

点数マスタ管理画面の操作メニューから［呼出コード］をクリックします。 

２ 点数マスタ呼出コード画面の表示 

点数マスタ呼出コード画面が表示されます。 

操作メニューから［追加］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 呼び出し元マスタの検索 

呼出コード入力（新規）画面が表示されます。 

［呼出元マスタ情報］の［略称］に、呼び出しコードを設

定したい点数マスタ（呼び出し元）の略称を入力して、

［ＥＮＴＥＲ］キーで確定します。 

［呼出元マスタ情報］および［呼出コード情報］に呼び

出し元の点数マスタの内容が表示されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

４ 呼出コードの入力 

［呼出コード］に呼び出し元の［略称］とは別に設定したいコードを入力します。 

操作メニューの［登録］をクリックします。 

５ 呼出コードの登録確認 

点数マスタ呼出コード画面に戻ると、登録した呼び出しコードがリストに表示されます。 

呼び出しコードの変更や削除を行う場合はこの画面からいつでも行うことが可能です。 

確認が終われば、操作メニューの［キャンセル］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

６ 点数マスタ管理画面での表示 

呼出コードは元の点数マスタと区別するために検索画面等では［略称］や［点数名称］は

青色で表示されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

７ オーダー画面での表示 

オーダー入力時のマスタ検索画面で、呼出コードが設定されたマスタを選択した場合、

入力されるマスタは元になるマスタに自動で置き換えされます。 

呼出コードの設定マスタは、あくまで設定元のマスタを呼び出すためのマスタとして機能

します。 

略称｛gasuko１｝を選択します。 

略称｛baros１｝（設定元）のマスタに置き換えされます。 
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２ -  点数マスタの登録 

ワープロ入力できる用法を作成する 

通常の定型的な内容の用法マスタとは別に、用法の選択画面で選択するだけでワープロ入力

画面が表示される専用の用法マスタを作成することができます。入院の注射（点滴）オーダーな

ど、定型的な用法だけでは対応できないような場面で、ここで説明するワープロ入力用法を利

用すれば、オーダー時の用法入力作業がより簡単に実行できるようになります。 

ここでは、点滴のワープロ入力用法マスタを作成する方法を例にして説明します。 

１ メニューの選択 

点数マスタ管理画面の操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

２ 点数マスタ入力（新規）画面の表示 

点数マスタ入力（新規）画面が表示されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 定型マスタ入力ウィザード画面の表示 

操作メニューから［定型マスタ入力］をクリックします。  

定型マスタ入力ウィザード画面が表示されます。 

この画面は、用法などの設定が特殊なコメントマスタ

を簡単に作成するためのウィザード画面です。 

［入力コメント］にコメントのテンプレート種類を選択す

ることにより、様々な特殊パターンのコメントを簡単に

作成することができます。 
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２ -  点数マスタの登録 

４ テンプレートの選択 

ワープロ入力用法マスタの場合は、［入力コメント］（テンプレート選択）は｛用法（ワープ

ロ入力）｝を選択します。 

［点数マスタ情報］部に、［入力コメント］に対応するテ

ンプレートが表示されます。 

今回作成するワープロ入力用法マスタの場合、必ず

［第 １ 名 称］もし く は［第 ２名 称］の 中 に 特 殊 な タ グ

「『<<#ワープロ入力#>>』」が埋込入力されます。このタ

グが埋込されていることによって、用法の入力時にシ

ステムが用法の種類を識別できるようになります。 
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２ -  点数マスタの登録 

５ 略称・名称の入力 

［略称］を入力します。 

［表示名称］はテンプレートにより初期設定されていますが、必要により、適切な名称に変

更入力します。 

６ マスタ分類の入力 

［用法分類］に｛（３３０）点滴｝を選択します。 

［用法分類］の選択内容に応じて［マスタ分類］にその

代表的な項目が自動で設定されます。変更する必要

がある場合は［マスタ分類］から適切な項目を選択し直

します。 



 

 86  

２ -  点数マスタの登録 

７ 分類区分の入力 

［服用回数］は、今回作成する点滴用法に対応する実施回数を設定します。汎用的に利

用するのであれば｛未選択｝に設定します。 

今回は｛未選択｝を設定します。 

［服用回数］の選択内容に応じて［分類区分］にその代

表的な項目が自動で設定されます。 

今回は［服用回数］に｛未選択｝を設定しましたので、

［分類区分］も｛未指定｝のままです。 

８ ウィザード入力の確定 

操作メニューの［入力］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

１０ 点数マスタの登録確認 

点数マスタ管理画面に戻り、［略称］や［点数名称］で検索すると、登録した点数マスタが

リストに表示されます。  

９ 点数マスタの登録 

点数マスタ入力（新規）画面に戻ると、ウィザード画面で設定された内容が反映され、ワー

プロ入力用法マスタを登録する上で最低限必要な項目が自動設定されます。 

操作メニューの［登録］をクリックします。 
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２ -  点数マスタの登録 

日付（曜日）入力できる用法を作成する 

通常の定型的な内容の用法マスタとは別に、用法の選択画面で選択するだけで日付（曜日）

入力画面が表示される専用の用法マスタを作成することができます。入院の注射（点滴）オー

ダーなど、定型的な用法だけでは対応できないような場面で、ここで説明する日付（曜日）入力

用法を利用すれば、オーダー時の用法入力作業がより簡単に実行できるようになります。 

ここでは、点滴の曜日入力用法マスタを作成する方法を例にして説明します。 

１ メニューの選択 

点数マスタ管理画面の操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

２ 点数マスタ入力（新規）画面の表示 

点数マスタ入力（新規）画面が表示されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

３ 定型マスタ入力ウィザード画面の表示 

操作メニューから［定型マスタ入力］をクリックします。  

定型マスタ入力ウィザード画面が表示されます。 

この画面は、用法などの設定が特殊なコメントマスタ

を簡単に作成するためのウィザード画面です。 

［入力コメント］にコメントのテンプレート種類を選択す

ることにより、様々な特殊パターンのコメントを簡単に

作成することができます。 
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２ -  点数マスタの登録 

４ テンプレートの選択 

曜日入力用法マスタの場合は、［入力コメント］（テンプレート選択）は｛用法（曜日選択）｝

を選択します。 

［点数マスタ情報］部に、［入力コメント］に対応するテ

ンプレートが表示されます。 

今回作成する曜日入力用法マスタの場合、必ず［第１

名称］もしくは［第２名称］の中に特殊なタグ「『<<#曜日

選択#>>』」が埋込入力されます。このタグが埋込され

ていることによって、用法の入力時にシステムが用法

の種類を識別できるようになります。 
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２ -  点数マスタの登録 

５ 略称・名称の入力 

［略称］を入力します。 

［第1名称］および［表示名称］はテンプレートにより初期設定されていますが、必要により、

適切な名称に変更入力します。 

６ マスタ分類の入力 

［用法分類］に｛（３３０）点滴｝を選択します。 

［用法分類］の選択内容に応じて［マスタ分類］にその

代表的な項目が自動で設定されます。 

今回は曜日選択の用法ですので、さらに［マスタ分

類］を｛（１７２）用法（点滴（曜日））｝に変更します。 
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２ -  点数マスタの登録 

７ 分類区分の入力 

［服用回数］は、今回作成する点滴用法に対応する実施回数を設定します。汎用的に利

用するのであれば｛未選択｝に設定します。 

８ ウィザード入力の確定 

操作メニューの［入力］をクリックします。 

［服用回数］の選択内容に応じて［分類区分］にその代

表的な項目が自動で設定されます。 
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２ -  点数マスタの登録 

１０ 点数マスタの登録確認 

点数マスタ管理画面に戻り、［略称］や［点数名称］で検索すると、登録した点数マスタが

リストに表示されます。  

９ 点数マスタの登録 

点数マスタ入力（新規）画面に戻ると、ウィザード画面で設定された内容が反映され、曜日

入力用法マスタを登録する上で最低限必要な項目が自動設定されます。 

操作メニューの［登録］をクリックします。 
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３ -  セットマスタの登録 

処方や検査やＸ線など、各オーダーの種類別にあらかじめ決まった入力内容のセットをマスタ

に登録しておくことで、オーダー入力時にセット名をクリックするだけですべての内容をワンタッ

チで入力することができるようになります。 

特に医事会計システムと連動する場合、システムごとに定められた入力ルールに従って入力

されたデータでないと、会計の計算業務やレセプトの発行業務などが正しく実行できない場合が

あります。そのような入力方法（手順）を理解して間違いなく入力することは非常に困難ですの

で、検査やＸ線など、よく使用する入力（オーダー）内容をセットとして登録することをおすすめし

ます。 

※医事会計システムに登録されているセット（約束処方など）マスタは、初期導入時に「マスタ

取込」処理を利用することで、一括して取込（登録）することができます。（詳しい操作方法に

ついては別紙「システム導入ガイド」を参照してください） 

セットを新規作成する 

ここでは、処方オーダー入力で利用するための一般的な処方セットの作成方法を例にして説

明します。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［セット］をクリックします。  

２ セット点数マスタ管理画面の表示 

セット点数マスタ管理画面が表示されます。 
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３ -  セットマスタの登録 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

４ セット点数マスタ入力（新規）画面の表示 

セット点数マスタ入力（新規）画面が表示されます。 
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３ -  セットマスタの登録 

５ 行為の入力 

今回作成するセットマスタの［行為］（内服や外用、または検査やＸ線など）を設定しま

す。 

６ 略称・名称の入力 

［略称］には重複しないセットの略称を入力します。できるだけその他の医薬品や診療行

為などのマスタで利用しないような、セット専用の略称を設定するようにすると後のマス

タ管理が楽になります。 

［第１名称］に、セットマスタの名称を入力します。 
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３ -  セットマスタの登録 

７ 明細行の入力 

処方や注射などのセットは、1行目に行為マスタ行を入力する必要があります。 

検査やＸ線などは1行目から項目マスタを入力できます。 

入力したマスタが明細行に表示されます。 

２行目以降のマスタがある場合は同様の操作を繰り

返します。  

例として［略称］に「．２１０」と入力して［ＥＮＴＥＲ］キーで確定します。 

行為マスタ行は、最初に「．」を挿入することで行為マスタとして識別される 

仕組みになっています。 



 

 98  

３ -  セットマスタの登録 

［（新規入力する場合は選択してください）］リンクをクリックします。  

点数マスタ検索画面が表示されます。 

［行為］や［点数名称］等の検索条件を指定して該当す

るマスタを検索して入力します。 

２行目以降のマスタがある場合は同様の操作を繰り

返します。  

【入力するマスタの略称が分かっていない場合】 
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３ -  セットマスタの登録 

処方および注射（点滴）セットは、必ず「用法（日数）」行を入力しておかない

と、セット入力時に入力エラーが発生しますのでご注意ください。 

【用法（日数）行】 

処方や注射（点滴）のセットマスタを作成する場合にのみ、セットの最終行へ必ず「用法

（日数）」行を入力しておく必要があります。（検査やＸ線などその他のセットには必要あり

ません） 
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８ 数値（用量・日数）の入力 

明細行の数値項目（用量・日数）を変更する必要がある場合はその項目を直接クリック

します。 

下記は、用量の変更を例にして説明します。 

用量を変更する場合は［用量］をクリックし、テンキー

入力画面を表示します。 

テンキーボタンより適切な用量を入力し、［ＯＫ］ボタン

をクリックします。 

３ -  セットマスタの登録 

用量は、検査やＸ線などの一般項目では、とりあえず「１」を規定値として入

力しておきます。また、処方や点滴などのセットでも、ある程度決まった用量

を規定値として登録しておいて、実際の入力時に訂正が必要な場合のみ訂

正するようにして利用します。 



 

 101  

９ セットマスタの登録 

入力が終われば、操作メニューの［登録］をクリックします。 

１０ セットマスタの登録確認 

セット点数マスタ管理画面に戻ると、登録したセットマスタがリストに表示されます。  

３ -  セットマスタの登録 
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３ -  セットマスタの登録 

セットを修正する 

すでに登録されているセットマスタを後から修正する方法について説明します。 

１ セットマスタの選択 

セット点数マスタ管理画面を表示します。 

リストから修正したいセット（行）の［略称］または［名称］をクリックします。 
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３ -  セットマスタの登録 

２ セットマスタの修正 

【セット基本情報の修正】 

名称等の［セット基本情報］の修正は、各項目を直接入力します。 

【セット明細情報の修正】 

すでに入力されているマスタの［用量］や［日数］などの数字のみ設定する場合は、その

項目を直接クリックし、テンキー入力画面から入力します。 

また、新しい行を追加したり既存の削除したい場合は、対象となる明細行のチェックボッ

クスにチェックを入れてから、［行挿入］または［行削除］ボタンをクリックします。 

【更新】 

修正入力が終われば、操作メニューの［更新］をクリックします。 
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３ -  セットマスタの登録 

セットを抹消する 

すでに登録されているセットマスタを抹消する方法について説明します。 

ここでいう「抹消」とは、「点数マスタに抹消区分を設定する」のと同様に、セットマスタの［出力

区分］を［抹消］に設定することで、オーダーの入力時にセット名を表示されなくすることができま

す。 

一度でも（オーダー入力で）使用されことのあるセットマスタは、「削除」ではなく「抹消」すること

で対応するようにしてください。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［セット］をクリックします。  

２ セットマスタの検索 

セット点数マスタ管理画面が表示されます。 

［略称］や［名称］等で絞り込み、抹消するセットマスタを検索します。 
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３ -  セットマスタの登録 

３ 抹消の実行 

抹消したいセットマスタ（行）を選択し、操作メニューの［抹消］をクリックします。 

４ 抹消の確認 

抹消されたセットマスタ（行）の［略称］や［名称］は灰色表示に変わり、［出力区分］欄に

「消」と表示されます。 



 

 106  

３ -  セットマスタの登録 

セットをコピーする 

すでに登録されているセットマスタをコピーして、別のセットマスタを作成する方法について説

明します。 

ほとんど内容が同じで、一部だけ異なるようなセットマスタを複数作成する場合に有効です。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［セット］をクリックします。  

２ セットマスタの検索 

セット点数マスタ管理画面が表示されます。 

［略称］や［名称］等で絞り込み、抹消するセットマスタを検索します。 
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３ -  セットマスタの登録 

３ コピー元の選択 

コピーしたいセットマスタ（行）を選択し、操作メニューの［コピー］をクリックします。 

４ セット点数マスタ入力（新規）画面の表示 

セット点数マスタ入力（新規）画面が表示されます。 

先ほど選択された（コピー元となる）セット（名称マスタ）の内容が表示されます。 
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３ -  セットマスタの登録 

５ コピー先セット情報の入力 

今回作成する（コピー先となる）セットマスタの［略称］と［名称］を再入力します。 

また、明細内容の一部変更入力も行います。 
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３ -  セットマスタの登録 

６ コピーしたセットマスタの登録 

入力が終われば、操作メニューの［登録］をクリックします。 

セット点数マスタ管理画面に戻ると、登録したセットマスタがリストに表示されます。  

７ セットマスタの登録確認 



 

 110  

４ -  病名マスタの登録 

患者別の病歴を管理するための病名機能で利用するためのマスタが病名マスタになります。

通常はシステムの初期導入時に、医事会計システムで登録されている病名マスタを、マスタ取

込機能を利用して、コードや名称などの病名マスタの基本データは一括登録されます。 

 

（患者別）病名データを、検索画面から選択して入力する場合は、すべて病名マスタとして登録

された病名しか検索することはできません。 

また、本システムでは、（財）医療情報システム開発センター（ＭＥＤＩＳ）が提供する「標準病名

マスタ」を収録する病名マザーを搭載しています。そのため、（患者別）病名データの入力時に

［手入力］を選択して、病名をワープロ入力した場合は、データ登録処理時にシステムが自動的

に病名マスタを参照して、入力病名が「未登録」だった場合は病名マザーから逆引き検索して病

名マスタが自動登録されるようになっています。 

従って、基本的にはシステムの運用開始後に、手動で病名マスタを新規登録する必要はあり

ません。ただし、医事会計システムに日立「ＭＥＤＩＣＡＬ－ＳＥＥＤ」を利用されている場合で、「病

名情報の連動」機能を利用している場合は、医事会計システムの［病名マスタコード］が連動

キーになりますので、病名マスタを新規作成される場合は、「医事会計システムでマスタ登録」→

「本システムにマスタ取込」という流れで運用する必要があります。 

 

※（患者別）病名データでは、［病名（登録名称）］および［病名（マスタ）コード］が併せてデータ

ベースに保存されます。このとき、［病名］は入力方法に係わらず、その時入力された名称

（文字列）として保存される仕組みになっていますので、例えば後からその時使用された病名

マスタの［名称］を変更しても（患者別）病名データに影響することはありません。 

 

※医事会計システムからの「病名マスタ取込」については、別紙「システム導入ガイド」をご覧く

ださい。 

病名マスタを管理する 

医事会計システムからの「病名マスタ取込」処理が完了していれば、すでに医事会計システム

で利用されている病名マスタが本システムにも登録されていると思います。 

本システムで病名マスタを管理するための画面を呼び出す方法について説明します。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［病名］をクリックします。  
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４ -  病名マスタの登録 

２ 病名マスタ管理画面の表示 

病名マスタ管理画面が表示されます。 

検索条件の［略称］や［病名］は、あいまい検索に対応していますので、例えば［略称］に

「a」と入力してから［ＥＮＴＥＲ］キーで確定すると、１文字目に「a」が付くマスタがすべて表

示されます。 

検索条件の［病名区分］に｛病名｝を選択すると、病名区分が「病名」として登録されてい

るマスタのみ表示されます。また、［病名区分］に｛修飾語｝を選択すると、「修飾語」とし

て登録されたマスタのみ表示されます。 
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４ -  病名マスタの登録 

病名マスタを登録する 

「（ＭＥＤＩＳ）標準病名マザー」を利用して、病名マスタを新規に登録する方法について説明い

たします。 

１ メニューの選択 

病名マスタ管理画面の操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

２ 病名マスタ入力（新規）画面の表示 

病名マスタ入力（新規）画面が表示されます。 
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４ -  病名マスタの登録 

３ 病名マザー検索画面の表示 

操作メニューから［マザー検索］をクリックします。  

病名マザー検索画面が表示されます。 
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４ -  病名マスタの登録 

４ 病名マザーの参照 

検索条件を指定するなどして、作成したい病名マザーを検索します。 

検索条件に該当する病名が検索結果リストに表示さ

れます。 

リストから作成したい病名（行）を選択し、操作メニュー

の［選択］をクリックします。 
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４ -  病名マスタの登録 

５ 病名マスタの登録 

病名マスタ入力（新規）画面に戻ると、病名マザー検索画面で選択された病名情報が自動

入力されます。 

［略称］は自動設定されますが、変更したい場合は登録前に［略称］を再入力してください。 

入力されている内容に間違いがなければそのまま操作メニューの［登録］をクリックします。 

６ 病名マスタの登録確認 

病名マスタ管理画面に戻り、［略称］や［病名］で検索すると、登録した病名マスタがリス

トに表示されます。  



 

 116  

４ -  病名マスタの登録 

病名分類マスタを登録する 

ここでは、病名マスタに設定する分類を作成する方法について説明いたします。 

（患者別）病名の入力時などで病名検索する場合に、病名分類で絞り込みは行わず、略称や

病名でのみ検索を行うような運用を行う場合は特にここで病名分類を登録する必要はありませ

ん。 

１ メニューの選択 

病名マスタ管理画面の操作メニューから［分類設定］をクリックします。  

２ マスタ設定［病名分類］画面の表示 

マスタ設定［病名分類］画面が表示されます。 
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４ -  病名マスタの登録 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

４ 病名分類マスタの登録 

マスタ設定画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［コード］ … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［名称］   … 病名分類名を入力します。 
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４ -  病名マスタの登録 

病名分類を一括設定する 

病名分類は、病名マスタの入力画面で個別に設定することもできますが、この方法だとひとつ

の分類に対して複数の病名を設定する場合、非常に手間がかかります。 

そのよう場合、この一括設定を利用すれば複数の病名マスタに一括で分類を設定することが

できます。 

１ 病名分類マスタの選択 

マスタ設定［病名分類］画面を表示します。 

リストから設定したい病名分類（行）を選択し、操作メニューの［分類設定］をクリックしま

す。 

２ 病名マスタ分類関連づけ設定画面の表示 

病名マスタ分類関連づけ設定画面が表示されます。 

そのまま、操作メニューの［追加］をクリックします。 
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４ -  病名マスタの登録 

３ 関連付けする病名マスタの検索 

病名マスタ検索画面が表示されます。 

検索条件から［略称］や［病名］などを指定し、分類を設定したい病名マスタを抽出します。 

検索結果リストから、設定したいマスタのチェックボックスにすべてチェックを付けます。 

チェックを付け終わると、操作メニューの［選択］をクリックします。 

４ 関連付け設定結果の確認 

病名マスタ分類関連づけ設定画面に戻ると、病名分類（この場合は「消化器疾患」）に先

ほど病名マスタ検索画面でチェックを入れた病名マスタが関連付けされていることが確

認できます。 

確認できたら、操作メニューの［閉じる］をクリックします。 
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４ -  病名マスタの登録 

病名マスタに抹消区分を設定する 

病名マスタを登録して、（患者別）病名データとして入力（登録）した場合、データベースに病名

マスタのコードが記憶されます。そのため、一度でも入力画面で使用したマスタを後から削除し

てしまうと、データベースに不整合が発生してシステムの運用に支障が発生する可能性があり

ます。 

そのため、本システムではマスタを削除するかわりに、使用を停止または消去したいマスタに

［抹消区分］を設定することで、病名の入力時に表示される病名マスタ検索画面に表示しないよ

うにすることができます。 

この方法だと、抹消したマスタをもし後から元に戻したい場合、区分を再設定するだけで通常

どおり使用できるマスタに戻すことができます。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［病名］をクリックします。  

２ 病名マスタの検索 

病名マスタ管理画面が表示されます。 

［略称］や［病名］等で絞り込み、抹消する病名マスタを検索します。 
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４ -  病名マスタの登録 

３ 抹消の実行 

抹消したい病名マスタ（行）を選択し、操作メニューの［抹消］をクリックします。 

４ 抹消の確認 

抹消された病名マスタ（行）の［略称］や［病名］は薄い表示に変わり、［病名区分］欄に

「抹消」と表示されます。 
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５ -  カルテマスタの登録 

本システムを「電子カルテ」として運用される場合に、ドクターのカルテ入力を補助するための

単語や定型文やシェーマ画像など、カルテに関連するマスタの登録方法について説明します。 

単語区分マスタを登録する 

カルテ入力画面の主訴・所見欄の入力時に、画面右側にカルテ入力を補助するための単語選

択リストが表示されます。その単語選択リストに表示される単語を分類して見やすくするための

区分（分類）マスタを単語区分マスタと言います。 

ここでは、単語区分マスタの基本的な作成方法について説明します。 

※単語区分および単語マスタは、あくまでカルテの入力を補助するためマスタです。そのた

め、点数マスタや病名マスタなどと違い、一旦登録された単語マスタ（単語区分も含む）を後

から修正したり削除したりしても、カルテの保存データに影響することはありません。ただし、

単語区分マスタを削除する場合は、（削除する区分に）割り当てされた単語マスタがある場

合は注意してください。（削除する前に別の区分へ割り当てし直すなど） 

★登録された単語区分マスタは、（下図丸印）単語選択リストに表示されます。 
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５ -  カルテマスタの登録 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［カルテ単語］をクリックします。  

２ カルテ単語マスタ設定画面の表示 

カルテ単語マスタ設定画面が表示されます。 

操作メニューの［単語区分設定］をクリックします。 

３ マスタ設定［カルテ単語区分］画面の表示 

マスタ設定［カルテ単語区分］画面が表示されます。 
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４ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

５ -  カルテマスタの登録 

５ カルテ単語区分マスタの登録 

マスタ設定画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［コード］     … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［名称］      … 単語区分名を入力します。 

［ＳＯＡＰ種別］ … ｛自由｝を選択します。 
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５ -  カルテマスタの登録 

６ マスタの登録確認 

マスタ設定［カルテ単語区分］画面に戻ると、登録した単語区分マスタがリストに表示さ

れます。  
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５ -  カルテマスタの登録 

単語マスタを登録する 

カルテ入力画面の主訴・所見欄の入力時に、画面右側にカルテ入力を補助するための単語選

択リストが表示されます。その単語選択リストに表示されるマスタを単語マスタと言います。 

ここでは、単語マスタの基本的な作成方法について説明します。 

※単語マスタを登録する前には、必ず単語区分マスタを先に登録しておく必要がありますので

注意してください。 

※単語区分および単語マスタは、あくまでカルテの入力を補助するためマスタです。そのた

め、点数マスタや病名マスタなどと違い、一旦登録された単語マスタを後から修正したり削

除したりしても、カルテの保存データに影響することはありません。 

★登録された単語マスタは、（下図長方形）単語選択リストに表示されます。 
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５ -  カルテマスタの登録 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［カルテ単語］をクリックします。  

２ カルテ単語マスタ設定画面の表示 

カルテ単語マスタ設定画面が表示されます。 

３ 新規入力の開始 

［ＳＯＡＰ種別］に｛自由｝を選択した後に、操作メニューから［新規入力］をクリックします。  
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４ カルテ単語マスタの登録 

５ -  カルテマスタの登録 

単語［新規作成］画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［ＳＯＡＰ種別］ … ｛自由｝が選択されています。 

［単語区分］   … 単語区分を選択します。 

［コード］      … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［単語］      … 単語を入力します。 

［読み］      … 単語選択リストの並び替え（五十音順）に利用されます。 
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５ -  カルテマスタの登録 

５ マスタの登録確認 

カルテ単語マスタ設定画面に戻ると、登録した単語マスタがリストに表示されます。  



 

 130  

５ -  カルテマスタの登録 

定型文区分マスタを登録する 

定型文マスタは、単語マスタと同じくカルテ画面での入力を補助するためのマスタになります

が、単語マスタのように１つの単語（１行の言葉）ではなく、複数行にわたる定型的な文章を画

面で選択して入力することを目的としたマスタになります。その定型文マスタを分類するために

使用するマスタを、定型文区分マスタと言います。 

ここでは、定型文区分マスタの基本的な登録方法について説明します。 

※定型文区分および定型文マスタは、あくまでカルテの入力を補助するためマスタです。その

ため、点数マスタや病名マスタなどと違い、一旦登録された定型文マスタ（定型文区分も含

む）を後から修正したり削除したりしても、カルテの保存データに影響することはありません。

ただし、定型文区分マスタを削除する場合は、（削除する区分に）割り当てされた定型文マス

タがある場合は注意してください。（削除する前に別の区分へ割り当てし直すなど） 

★登録された定型文区分マスタは、（下図丸印）定型文選択リストに表示されます。 
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５ -  カルテマスタの登録 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［カルテ定型文］をクリックします。  

２ カルテ定型文マスタ設定画面の表示 

カルテ定型文マスタ設定画面が表示されます。 

操作メニューの［定型文区分設定］をクリックします。 

３ マスタ設定［カルテ定型文区分］画面の表示 

マスタ設定［カルテ定型文区分］画面が表示されます。 
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４ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

５ -  カルテマスタの登録 

５ カルテ定型文区分マスタの登録 

マスタ設定画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［コード］     … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［名称］      … 定型文区分名を入力します。 
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５ -  カルテマスタの登録 

６ マスタの登録確認 

マスタ設定［カルテ定型文区分］画面に戻ると、登録した定型文区分マスタがリストに表

示されます。  
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５ -  カルテマスタの登録 

定型文マスタを登録する 

定型文マスタは、単語マスタと同じくカルテ画面での入力を補助するためのマスタになります

が、単語マスタのように１つの単語（１行の言葉）ではなく、複数行にわたる定型的な文章を画

面で選択して入力することを目的としたマスタになります。 

ここでは、定型文マスタの基本的な作成方法について説明します。 

※定型文マスタを登録する前には、必ず定型文区分マスタを先に登録しておく必要があります

ので注意してください。 

※定型文区分および定型文マスタは、あくまでカルテの入力を補助するためマスタです。その

ため、点数マスタや病名マスタなどと違い、一旦登録された定型文マスタを後から修正したり

削除したりしても、カルテの保存データに影響することはありません。 

★登録された定型文マスタは、（下図長方形）定型文選択リストに表示されます。 
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５ -  カルテマスタの登録 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［カルテ定型文］をクリックします。  

２ カルテ定型文マスタ設定画面の表示 

カルテ定型文マスタ設定画面が表示されます。 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  
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４ カルテ定型文マスタの登録 

５ -  カルテマスタの登録 

定型文［新規作成］画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［分類区分］     … 定型文区分を選択します。 

［コード］        … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［タイトル］      … 定型文のタイトルを入力します。 

［定型文テキスト］ … 定型文の内容をワープロ入力します。 
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５ -  カルテマスタの登録 

５ マスタの登録確認 

カルテ定型文マスタ設定画面に戻ると、登録した定型文マスタがリストに表示されます。  
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５ -  カルテマスタの登録 

シェーママスタを登録する 

カルテのシェーマ入力で使用するテンプレートの画像ファイルを登録する方法について説明し

ます。 

シェーマとして使用するための画像ファイルは、あらかじめ別途用意する必要があります。 

※「シェーマの登録」処理は、院内のどの端末で実行しても問題ありません。ここで登録された

画像ファイルはすべてサーバーに（転送）保存される仕組みになっています。 

シェーママスタ設定画面が表示されます。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［シェーマ］をクリックします。  

２ シェーママスタ設定画面の表示 
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５ -  カルテマスタの登録 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

４ シェーマ情報の入力 

シェーマ［新規作成］画面が表示されます。 

設定内容を入力します。 

【マスタ設定項目】 

［コード］    … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［分類］      … シェーマ分類を選択します。 

［シェーマ名］ … シェーマ名を入力します。 
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５ -  カルテマスタの登録 

５ 画像ファイルの入力 

［ファイルを選択］ボタンをクリックします。  

ファイル選択ダイアログが表示されます。 

登録するシェーマ画像ファイルが保存されているフォ

ルダを開いて、登録したい画像ファイルを選択してか

ら、［開く］ボタンをクリックします。 
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５ -  カルテマスタの登録 

６ シェーママスタの登録 

［登録］ボタンをクリックします。 

７ マスタの登録確認 

シェーママスタ設定画面に戻ると、登録したシェーママスタがリストに表示されます。  
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６ -  文書マスタの登録 

本システムの文書作成機能を利用して、診断書や診療情報提供書などの文書を作成する場

合、作成元になる文書ファイルをテンプレート文書として、あらかじめマスタに登録しておく必要

があります。「テンプレート文書」の作成は、「ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＯｆｆｉｃｅ（Ｗｏｒｄ）」をそのまま利用します

ので、通常の文書を作成するのと同様に、誰にでも簡単に作成することができます。 

 

※テンプレート文書は「Ｗｏｒｄ」を使用して作成しますので、文書の作成に使用する端末には必

ず「Ｗｏｒｄ」がインストールされている必要があります。 

 

※テンプレート文書は、あくまで文書を新規作成する場合の元文書（ファイル）として利用される

だけですので、一旦作成されたテンプレート文書（マスタ）を、使用した後から削除しても、患

者別に作成（保存）された文書データに影響することはありません。 

テンプレート文書を準備する 

文書マスタを登録するには、あらかじめ登録するテンプレート文書を「Ｗｏｒｄ」を使用して作成し

ておく必要があります。 

ここでは「Ｗｏｒｄ」を使用したテンプレート文書の作成時に、文書埋込タグを使用する方法につ

いて説明します。 

１ テンプレート文書の作成 

あらかじめ「Ｗｏｒｄ」にて、以下のような文書を作成しておきます。 

ここでは、診断書を例に説明しています。 
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６ -  文書マスタの登録 

２ 文書タグの参照画面の表示 

運用マスタメニューから［文書］をクリックします。  

文書テンプレート設定画面が表示されます。 

操作メニューから［文書タグ参照］をクリックします。  

文書タグの参照画面が表示されます。  
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６ -  文書マスタの登録 

３ 文書タグの挿入位置の指定 

すでに作成されたテンプレート文書（Ｗｏｒｄ）の入力画面で、文書タグを挿入したい位置

にカーソルを移動します。（ここでは例として「患者名タグ」を挿入する場合の操作を説明

します。） 

４ 挿入する文書タグの選択 

文書タグの参照画面に戻り、埋め込みしたい文書タグ（行）のタグ名をクリックします。

（文書タグ名の背景が赤色に変わります。） 

次にキーボードで［Ｃｔｒｌ］＋［Ｃ］キーを押下します。 
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６ -  文書マスタの登録 

５ 文書タグの挿入 

テンプレート文書（Ｗｏｒｄ）の入力画面に戻り、ツールメニューの［貼り付け］ボタンをク

リックすると、下図のようにさきほどカーソルが置かれた位置に、選択された文書タグが

挿入されます。 

６ テンプレート文書の保存 

必要な文書タグをすべて挿入したら、テンプレート文書を保存します。 
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６ -  文書マスタの登録 

テンプレート文書を新規登録する 

ここでは前節「テンプレート文書を準備する」で作成された文書ファイルをマスタとして登録する

方法について説明します。 

※テンプレート文書を作成してマスタ登録すれば、登録された文書ファイルはすべてサーバー

に保存される仕組みになっていますので、一旦登録された文書は、院内のどの端末からでも

利用できます。 

文書テンプレート設定画面が表示されます。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［文書］をクリックします。  

２ 文書テンプレート設定画面の表示 
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６ -  文書マスタの登録 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

４ 文書情報の入力 

文書［新規作成］画面が表示されます。 

設定内容を入力します。 

【マスタ設定項目】 

［コード］  … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［種別］   … 文書種別を選択します。 

［文書名］ … 文書名を入力します。 
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６ -  文書マスタの登録 

５ 文書ファイルの入力 

［ファイルを選択］ボタンをクリックします。  

ファイル選択ダイアログが表示されます。 

登録するテンプレート文書ファイルが保存されている

フォルダを開いて、登録したい文書ファイルを選択して

から、［開く］ボタンをクリックします。 
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６ -  文書マスタの登録 

６ テンプレート文書の登録 

［登録］ボタンをクリックします。 

７ マスタの登録確認 

文書テンプレート設定画面に戻ると、登録したテンプレート文書がリストに表示されま
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６ -  文書マスタの登録 

テンプレート文書を修正する 

一旦マスタに登録されたテンプレート文書を後から修正（編集）する方法について説明します。 

文書テンプレート設定画面が表示されます。 

１ メニューの選択 

運用マスタメニューから［文書］をクリックします。  

２ 文書テンプレート設定画面の表示 
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６ -  文書マスタの登録 

３ 修正する文書の選択 

修正するテンプレート文書（行）の［Ｗ（Ｗｏｒｄ）］アイコンをクリックします。 

４ テンプレート文書の編集・保存 

「Ｗｏｒｄ」が起動され、現在保存されているテンプレート文書が表示されます。 

文書を編集してから、［×］ボタンで保存・終了すると、変更後の文書ファイルが 

システムに自動登録されます。 
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６ -  文書マスタの登録 

紹介先マスタを登録する 

紹介状の作成時に、ここで説明する紹介先マスタを登録しておけば、選択リストから紹介先を

選択するだけでテンプレート文書に自動的に紹介先情報(病院名や医師名など)が挿入されま

す。 

１ メニューの選択 

文書テンプレート設定画面の操作メニューから［紹介先設定］をクリックします。  

２ マスタ設定［紹介先］画面の表示 

マスタ設定［紹介先］画面が表示されます。 
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６ -  文書マスタの登録 

３ 新規入力の開始 

操作メニューから［新規入力］をクリックします。  

４ 紹介先マスタの登録 

マスタ設定画面が表示されます。 

設定内容を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

【マスタ設定項目】 

［コード］   … ３桁までの重複しない数値を入力します。 

［機関名］ … 紹介先の名称（医療機関名など）を入力します。 

［紹介者］ … 紹介する医師の担当科や氏名などを入力します。 


